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よいことのために手を取りあい､
新たなクラブ活動を目指そう！
～明るく、楽しく、さわやかなクラブ運営を～

会長スローガン
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■　第36回例会の記録（6月1日）

■　本日のプログラム（6月8日）

次年度全員協議会(1）
クラブ管理運営・SAA・出席・親睦・プログラム
・会員組織・公共イメージ各委員会
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「それでこそロータリー」

次年度全員協議会(2）
奉仕P総括・職業奉仕・社会奉仕・青少年奉仕
・国際奉仕・クラブ交流・R財団

会長の時間 （6月8日）

　ロータリークラブに入会して12年が経過しました。これ
まで多くの奉仕活動について学習したり実践を行なって
きましたが､ 常に大切にきたことは､ ロータリーの「４
つのテスト」でしたので、あらためて考えてみることに
しました。
　｢４つのテスト」は､ 今日では､ ロータリーの基本理念
の一つとなっており、今世紀におけるロータリーの最も
素晴らしい声明の一つと言ってもよいでしょう。私たち
が日々の生活や仕事の中で大切にすべき行動指針です。
　真実かどうか‒‒真実は不変であり、時代を超越するも
　　　　　　　　のです｡ 真実は正義なくしては、存在
　　　　　　　　しえません｡
　みんなに公平か‒‒顔を突き合わせては言わないまでも､
　　　　　　　　腕を伸ばせば届くような所で激しくや
　　　　　　　　りあうビジネス手法に代わり、公平さ
　　　　　　　　を取り入れたビジネスは､ お互いの関
　　　　　　　　係を傷つけるよりも、その関係向上に
　　　　　　　　役立ってきました。
　好意と友情を深めるか‒‒人は生まれながらにして、他
　　　　　　　　者と協力して生きていく存在であり、
　　　　　　　　愛情を示すことは生来備わっている本
　　　　　　　　能です。
　みんなのためになるかどうか‒‒食うか食われるかを原
　　　　　　　　則とする無慈悲な競争を排除するもの
　　　　　　　　であり、それに代わって建設的で創造
　　　　　　　　的な競争を導入するものです。
　現代社会が今一番必要としているものは、倫理的誠実
さであるといっていいでしょう｡「４つのテスト」は、
人々が価値ある目標を追い求める際の指針として活用で
きます。その目標とは、友人を探し選び、その友人関係
を維持すること､ 周りの人たちと友好関係を気づくこと､
幸福な家庭生活を作り上げること、高い倫理的・道徳的
基準を設定し身に着けること、自ら選択した事業や専門
職で成功を収めること､ より良き市民となり､ 次の世代
にとっての良き手本となることといったことです。
　簡潔さの中に多くが語られ、感動的なまでに力強く、
実のある成果を必ずもたらすこの「４つのテスト」は、
緊張と混乱と不可実性に満ちたこの世界のただ中に、清
新で明るさにあふれた未来展望を与えてくれるのです。

( ｢ロータリーの友」2025年1月号から一部転載)

会　長　　藤　田　敬　治

ロータリーソング 【それでこそロータリー】

どこであってもやあと言おうよ

見つけた時にゃ

おいと呼ぼうよ

遠い時には手を振り合おうよ

それでこそ

ローローロータリー



　　

大分1985ＲＣ理事会（新旧）議事録

例会の予定

■ 6月15日(月)

■ 6月22日(月)

■ 6月29日(月)

■ 7月 6日(月)

■ 7月13日(月)

■ 7月20日(月)

■ 7月27日(月)

今年度総括
最終夜の例会　19時～
トキハ会館6階「さくらの間」
定款細則の規定による休会
会長幹事就任挨拶
クラブ協議会
祝日休会
新入会員の卓話

１．日　時　令和8年6月1日(月）13:30～14:00
２．会　場　トキハ会館例会場
３．出席者　11名
４．協議事項

議案１　７月・８月プログラムについて
　下記の3名に卓話を要請することとし、他は、別紙原案のと
　おり承認された。
　7/27  新入会員
　8/ 3  安藤忠助氏(大分大学医学部臓器移植医療連携強化事業教授）
　9/28  作守順子氏(RI第2720地区2026-27年度  ガバナーノミニー)

　7月プログラム
　7/ 6  会長幹事就任挨拶
　7/13  クラブ協議会
　7/20  祝日休会
　7/27  新入会員の卓話
　8月プログラム
　8/ 3  ゲスト卓話　安東忠助氏（調整中または8/31）
　8/10  定款細則　第7条第1節(d)(1)規定による休会
　8/17  親睦夜の例会（新入会員歓迎会）
　8/24  近況報告（3分スピーチ）
　8/31  通常例会

議案２　姉妹クラブ（韓国オン全州ＲＣ）の交流について
　姉妹クラブである韓国オン全州RCとの交流は、当クラブ創
　立40周年に行われて以降､ 会員相互の交流は行われていたも
　のの、クラブとしての方向性は、出していませんでした。
　第35回・36回例会において、奉仕プロジェクト委員長より、
　オン全州RCから案内のあった「会長幹事就任式」と今後の
　交流の在り方について提案があり､ 全員で協議された内容に
　ついて審議した結果、下記のとおり、承認されました。
　①引き続き、姉妹クラブとして交流を継続する｡ ただし､ ク
　　ラブ相互の訪問については､ 会長・幹事等執行部が中心と
　　なり､周年行事の節目に限定し、双方の負担軽減を図る。
　②経費負担について
　（クラブ負担）ニコボックス・お土産代
　（クラブ負担なし）旅費等
　③連絡窓口について
　　該当する年度の会長・幹事・担当委員長を中心として､ 日
　　程調整を行い、協力体制を構築する。次年度担当者への
　　引継ぎを必ず行う。
　④オン全州RCからの案内については､ 会員相互の交流と捉
　　え､ 新旧理事に打診したところ､ 穐田氏と利光氏が参加す
　　ることを確認しました。

　（覚書）韓国オン全州RCからご招待がありました「会長幹
　　　事就任式」へは､ ２氏が参加していただけることになり
　　　ましたので､ 今回に限り､ 会員各位へ､ ご協力のお願い
　　　をおこなうことになりました。

ニコボックス

★河野　聡会員（1口）
　最近気が緩み、月曜に裁判の期日を入れてしまったり、他の予定を入れ
　てしまったりして早退・欠席が多くて反省しています。来週も胃カメラ・
　大腸がん検診で欠席します。すみませんm(__)m
★髙橋　道成会員（1口）
　先月の地区大会を欠席したため1口させていただきます。
★矢羽田　光会員（3口）
　皆様のお陰をもちまして志士の会も30周年を迎えました。
　ありがとうございます。感謝の意を込めまして3口お願いします。

（6月1日）卓話の時間

幹事報告

・クラブ活性化ワークショップ2026開催のご案内
　日時　2026年7月11日(土）12:30～17:00（登録12:00）
　会場　熊本市流通情報会館　
　※各クラブ5名以内を目安に出席をお願いします。
　対象者　会長・会長エレクト・幹事・クラブ戦略計画委員長
　　　　・会員増強委員長・その他希望者
・地区大会表彰　　永年在籍者特別表彰40年　木村　成淑会員
　　　　　　　　　出席高齢会員80歳以上　　矢羽田　光会員

次年度全員協議会(1）

●クラブ管理運営総括　清水　将文会員
　魅力あるクラブ運営を目指し、例会運営・親睦活動・会員コ
ミュニケーションを充実させる。また、会員同士の交流を深め､
出席率向上とクラブ活性化に努める。

●S.A.A. 委員長　藤田　敬治会員
　友愛と規律のクラブモットーのもと､「明るく楽しくさわやか
な」例会場づくりを担うS.A.A.として下記の事項を中心に、円
滑な運営をめざします。
・例会の進行補助
・例会中の秩序維持
・定刻での開始・終了のサポート
・プログラムの円滑な進行をため、会長・幹事との連携。
・来賓・ゲスト・ビジター・新入会員等への案内・対応・サポート

●出席委員長　仲道　善隆会員
　会員相互の親睦とクラブ活動活性化のため、例会出席率向上
に努める。また、会員が参加しやすい環境づくりを推進し、欠
席会員へのフォローを通じてクラブの絆を深める｡
　当日参加が難しい方にはズームでの参加で対応できることを
周知する。又ズームでの入り方の説明をする。
　さらに、ホームクラブ出席率80％達成を目標に、会員への積
極的な声掛けを行い、出席意識の向上に努める。その他、メー
クアップの呼びかけ、メークアップ対象行事への参加を促す。

●親睦活動委員長　姫野　勇人会員
　会員相互の友情と信頼関係を深め、楽しく参加しやすいクラ
ブ運営に努める。新会員が早期にクラブへ溶け込める環境づく
りを行い、出席率向上と会員増強につながる親睦活動を推進す
る。
・家族を含めた親睦活動の充実（クリスマス例会の企画など）
・例会参加が楽しくなる企画や雰囲気づくり
　　　　　　　　　　　　
●プログラム委員長　門脇　啓志会員
１. ゲスト卓話を年 10 回程、幅広い業種の方に依頼する(内５回
　  は夜例会とし､ 可能であれば懇親会などで会員増強に繋げる)
２. 強化月間には対象になる委員長や地区委員に卓話を依頼する｡
３. クリスマス例会などの家族同伴例会を年２回以上予定する。
　  会員家族の満足度を高める。

●会員増強委員長　利光　勇一郎会員
　クラブの発展は会員基盤の充実にあることを全会員で共有し､
「会員増強は会員組織委員会だけでなく、会員全員の責務であ
る」との認識のもと、魅力あるクラブづくりと持続可能な会員
増強・退会防止に取り組む。
　また、クラブの歴史・特色・奉仕活動への理解を深め、会員
一人ひとりがクラブに誇りを持てる環境を整えることで、新会
員の勧誘と定着につなげる。

●公共イメージ向上委員長　宿利　美穂会員
　大分1985ロータリークラブである私たちは、2720地区、国際
ロータリーの活動について多くの人に知ってもらうため、多様
な手段と媒体を活用して広報活動に努めます。
　また、私たち自身の学びを深めるだけでなく、ロータリーの
理念や活動を広く周知することに努めます。


